
参考資料1

これまでの環境保全・創造の取り組み

（1） 御島海域での取り組み
（2） アマモ場を通した環境学習
（3） 鳥類休息場の整備



覆砂

作澪

覆 砂

＜平成9～11, 17年度＞

面積：15.6ha 

厚さ：0.3m

作 澪

＜平成10, 12～13年度＞
延長 1,300m
幅 30m
深さ 1.5m

御島海域の覆砂・作澪

（1）御島海域での取り組み
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底質調査結果
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覆砂・作澪による効果

（1）御島海域での取り組み
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アマモ場の自然拡大

（1）御島海域での取り組み

 当初造成面積の約２０倍に自然拡大 （平成24年度アマモ場生育状況調査）

（ 播種シート面積：約2,650m2 → アマモ場面積[被度２以上]：約55,000m2 ）

 当初造成面積の約２０倍に自然拡大 （平成24年度アマモ場生育状況調査）

（ 播種シート面積：約2,650m2 → アマモ場面積[被度２以上]：約55,000m2 ）
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（2）アマモ場を通した環境学習（2）アマモ場を通した環境学習

地元の小学校と連携した環境学習
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（2）アマモ場を通した環境学習
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（2）アマモ場を通した環境学習
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（2）アマモ場を通した環境学習
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フロート・石組みの設置

（3）鳥類休息場の整備

野鳥公園予定地前面のフロート 石組み

平成21年設置（20m×3m：1基）

平成22年設置（20m×3m：２基）

香住ヶ丘

名島海岸
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フロートの利用状況
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（3）鳥類休息場の整備
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石組みの利用状況

（3）鳥類休息場の整備

改良前

確認された鳥類 行動・利用特性（休息）

シギ・チドリ類
満潮時に冠水しない岩礁や堤防，フロートのような構造物と
同様に，休息場として利用

サギ類 干潟や護岸，岩礁等と同様に，休息場として利用

カモ類 周囲の水面や陸上と同様に，休息場として利用

ウ類 周囲の水面や岩礁と同様に，休息場として利用

石組みで休息するｷｱｼｼｷﾞ・ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ
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